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本報告書は、独立行政法人科学技術振興機構の理数系

教員養成拠点構築プログラムにおける実施協定書に基づ

いて、国立大学法人三重大学が実施した「平成２４年度

理数系教員養成拠点構築プログラム（三重大学）」の成果

を取りまとめたものです。



○業務の目的 

小中学校理科教育において中核的な役割を果たす教員の育成を図るために、三重大学と三重県教

育委員会の連携・協働によって系統性を重視した CST 養成プログラムを策定し、現職教員および三重

大学教育学研究科で理科を専攻する学生を対象として実施する。知識・技能・指導力の３つの力に関

するプログラムを履修することで、CST としての認定を行う。そして、CST 認定教員が研修会の運営や教

材教具の開発などの継続的な活動を進めることで、CST 認定教員による理科授業支援体制を構築する

ことで、小中学校における理科授業を改善し、三重県全体の理科指導力の向上を図るものである。 

○業務実績の概要 

（１）運営体制の整備 

①事業全体の評価と助言については、「CST 事業評価委員会」を設け、組織の統括委員会と位置

づけて三重大学学長が委員長にあたるものとした。 

②事業の実施・運営体制としては、「CST 運営委員会」、「CST 実施委員会」、「CST 認定委員会」を

設置し、実施体制を整備し、実施や認定に向けた議論や活動を実施するとともに、CST 養成計画、

次年度計画の策定などを協力して行なうものとした。 

③事業の進捗管理、課題管理、および CST 活動支援として「CST サポート室」を 9 月より三重大学

総合研究棟に設置した。ここに、CST コーディネーターと事務補佐員等を配置した。1 月よりサポ

ート室を三重大学共通教育棟に移転し、物品管理などを進めた。 

④JSTとの事務的な対応は、三重大学学術情報部社会連携チームが行い、経理については三重大

学財務部財務チームが行った。 

（２）養成プログラム開発・構築 

「CST実施委員会」にワーキンググループを作り、養成プログラム開発、授業担当者や開講時期

の設定、履修環境の整備、および各授業科目における成績評価基準の作成について検討した。

大学院生を対象とした養成プログラムについては、既存のカリキュラムを充実・補強するものすると

ともに、大学に隣接する小中学校をプログラム実施校とし、ここを活用しながら実践的な指導力の

育成を図るものとした。 

（３）養成プログラム受講者の募集 

CST 養成プログラム受講者のうち、現職教員については、第１期生（Ⅰ種 CST10 名）の募集を 8

月に行い、第２期生（Ⅰ種 CST10 名）の募集を１月に行なった。第１期生は、津市、四日市市、亀

山市、尾鷲市の４市教育委員会から１0 名の候補者を推薦してもらった。小中学校の内訳は、小学
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校教員 6 名、中学校 4 名であった。第２期生については、新たな共同実施機関となる市教育委員

会を募り、候補者を推薦してもらう形で進め、桑名市、いなべ市、鈴鹿市の３市教育委員会からの

協力を得ることができた。大学院生については、教育学研究科で理科を専攻する学生8名であり、

これは該当学生全員であった。うち 4 名は工学部または農学部を卒業し、中学校免許取得を目指

して進学してきた長期履修生であった。第2期生以降については4月の入学時に受講希望を募る

こととした。 

（４）養成プログラムの実施 

三重大学の教員および外部指導者によりプログラムを実施した。また、CST サポート室を設け、

CST コーディネーターと事務補佐員等を配置し、養成プログラムを円滑に進める体制と整備すると

ともに、受講者のサポートや学修履歴（受講者の学修記録）を管理するものとした。 

本年度実施した授業科目は、Ⅰ種 CST とⅡ種 CST の共通科目である、「教材研究開発」およ

び「生活の中の科学」を、毎月１回土曜日に行った。この他に、「科学啓発活動の実践」を行った

他、Ⅱ種 CST を対象とした「理科室の運営と活用」および「理科授業研究」を実施した。 

また、中間報告会を開催し、受講者の学びと課題を報告するとともに、アンケート調査を行って、

課題を浮き彫りにした。 

（５）情報収集と発信 

養成プログラムの紹介や広報活動として、事業案内パンフレットの作成と、大学と教育委員会の

合同によるプレス発表を行い、新聞社５紙に報道された。ホームページも開設し、事業案内や開

講状況にについて随時掲載している。これらの情報により、各市町教育委員会との連携を深める

ことで事業の拡大を図った。 

他大学における CST プログラムの実施状況や CST 活動状況に関する情報を収集することで、

CST養成体制の確立を図った。具体的には、他の CST事業の取り組みの視察として、４つの報告

会に参加した。そのうち、成果発表を行う機会のあった２つの報告会では、24年度の取り組みにつ

いて報告した。 

（６）修了基準と認定 

   CST 認定委員会を設置し、CST の資格基準について検討を行なっている段階である。そして、

次年度からの修了認定に向けた具体案を提示する。これまでのところは、プログラムの中での評価

基準を定めて実施している状況である。 

CST 認定委員会を設置し、検討を依頼している。現在は、受講時のレポートとして、３つの視点

から記述してもらうようにしてもらっている。これは、三重 CST 養成プログラムのキャッチコピーにも

上げている、３つのひらきである、「理科の連携を開く」、「理科の教材を拓く」、「理科の教育を啓く」

であり、具体的には、教員同士の連携を開く、教材を開発する、現象を明らかにして知識・理解を

深めるという視点で、学んだことをまとめてもらっている。これらは学びの履歴としてファイルしてあり、
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記述をみながら、適切な認定項目を設定する計画である。 

（７）理数教育支援拠点構築 

共同実施機関である市教育委員会の中から、養成プログラムの実施や、CST 活動が効果的に

行える活動拠点を選定してもらい、利用計画を策定し、環境を整備した。本年度は4市に８拠点校

を構築するとともに、総合教育センターについても研修拠点としての整備を進めている。また、大

学の隣接校区に設置するプログラム実施校についても準拠点校として整備を行っている。市教育

委員会による拠点校の設定としては受講者の勤務校となったため、整備した機器を受講者には活

用してもらっている。また、拠点校以外に勤務する受講者には、拠点校と同じ機器を貸出すことで、

拠点校からの受講者との格差が生じないようにしている。 

○成果と課題   

【有効で特色ある CST 養成プログラムの開発と実施】

 本事業の実施については、８月 28 日に「三重大学と三重県教育委員会が連携して小中学

校の理科教育をリードする教員養成」と題して、記者会見を開催した。

現職小中学校教員を対象としたプログラムは、優れた授業実践の公開、研修指導、授業

の助言、教材研究と開発を行う CST を養成することを重視したもので、１年間に７科目、

計 114 時間の履修とした。また、大学院生を対象としたプログラムでは、科学的思考力、

教材・教具に関する研究・開発力、ICT を活用した授業力、および理科室の運営力を基に、

児童・生徒の理科学習に対する興味関心を育てることができるＣＳＴの養成を目標とし、

２年間に９科目、計 199 時間の履修とした。この中には既存のカリキュラムを充実・補強

するものを含めるとともに、大学に隣接する小中学校をプログラム実施校とし、ここを活

用しながら実践的な指導力の育成を図っている。

履修科目のうち 2 科目は教員と学生の共通科目で、毎月１日程度（9 時から 16 時）、土曜

日に三重大学で実施している。毎回の授業の後にはレポートを課し、学習履歴としている。

【拠点の構築・整備と、その活用による理科教育実践の充実】

CST 認定後に研修活動が効果的に行える拠点校を共同実施機関となる市教育委員会が選

定し、24 年度は 4 市に８拠点校を構築するとともに、隣接校区のプログラム実施校につい

ても準拠点校として整備を進めている。

CST 活動として、理科 ICT 機器の活用と、実験キットの開発と活用を進めてもらう計画

であるため、これに必要となる実験機器などをプログラムで扱っている。現職教員はこれ

を勤務校に持ち帰ることで、授業の中で直ちに活用している。受講者の多くは拠点校に勤
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務をしているため、このような形で拠点校としての整備を進めている状況である。拠点校

以外に勤務している教員に対しても、同じ機器を貸し出している。

【理数教育における中核的な役割を担う教員の養成】

現職教員の受講者選出については、認定後は研修会や研究授業を推進するリーダーとなる

教員を念頭に進めている。そのために、市教育委員会は人材養成の中で受講者について検

討を依頼し、理科教育に熱心であるだけでなく、授業力や生徒指導力の高い教員を受講者

として推薦してもらっている。

【理数系学生からの小学校教員の養成と輩出】

教育学研究科の理科専攻には、小中学校の免許取得を目指して入学する理工系学部出身者

が毎年 2～３名いる。25 年度大学院入学試験二次募集（2 月中旬に実施）に理工系学部出身

者が３名いたことから、CST プログラムの受講が進学希望者にも伝わっている。学生募集に

関しては CST プログラムの実施をアピールしており、小中学校教員免許取得を目指ざす理工

系学部出身者の確保に努めていく。

【解決すべき課題とその方策】

 三重県内の市町教育委員会からの共同実施機関として受講者を推薦する要望が多く、25 年

度は新たに 4 市町教育委員会を共同実施機関とする予定である。

本取り組みでは、受講者が CST としての誇りと喜びをもつことが基本と考えている。関係

者が協働することで支援期間内に成果をあげ、CSTによる理科授業支援体制の構築を目指し

ている。 
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